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序

津市一身田上津部田地区は、県庁舎から数百mの距離にありながら、平成には

いるまでは水田が広がり丘陵には森が繁る、いわゆる「里山」が残された、緑豊

かな地域でした。平成2年の県道津関線整備を皮切りに、住宅地開発がはじめら

れ、平成6年には津駅から県立美術館を経て当地に至る道路も整備されました。

文化会館、生涯学習センター、図書館、女性センターが一体となった三重県総合

文化センターが開館し、同年その施設を中心会場とした第9回国民文化祭が開催

されるなど、文化ゾーンとして、三重県の芸術文化の中心となるべく整備が進め

られ、急速にその姿を変えております。このたび、文化ゾーンの機能をさらに強

化するべく、整備の進められていた新県立博物館及び県公文書館建設用地とし

て、三重県総合文化センター東側を整備することとなりました。

周辺には古墳や中世城館なども多数存在し、歴史的風土も豊かなこの地が、文

化ゾーンとして整備が進められることは、大変有意義なことであるといえます

が、そのために今回の調査地は消滅します。新県立博物館、県公文書館を訪れる

人々が、我々の祖先が残した足跡に思いを馳せ、その上に立って新しい未来を築

いていっていただきたいと考えます。また、今回の調査では津の戦災の証拠であ

る焼夷弾が発見されました。戦後50年余を経て顔を出した遺品を大切に保存し、

平和行政のために有効に活用していきたいと考えます。最後になりましたが、調

査にあたって御協力をいただきました津市教育委員会をはじめ、県土地開発公社

の各位に心からの感謝を申し上げ冒頭の挨拶といたします。

1 9 9 7年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長奥村敏夫



例 言

1. 本書は三重県が財団法人三重県土地開発公社から委託を受けて実施した、平成8年度三

重県センター博物館（仮称）事業用地造成工事に伴うヲノ坪窯跡の発掘調査結果をまとめ

たものである。

2. 調査期間は平成8年5月7日から 7月30日である。

3. 調査は、下記の体制で行った。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三重県埋蔵文化財センター

調査第 1課

調査協力

現場作業

事

研修員

津市教育委員会

主 田中

前川

久生

明男

三重県土地開発公社

株式会社ジェイエイ津安芸（三重県土地開発公社委託）

4. 本書の執筆・編集は、田中が行い、前川が補佐した。遺物実測・トレースについては、

埋蔵文化財センター管理指導課及び田中、前川が行った。遺構写真は田中・前川が、遺物

写真は田中が撮影した。なお、遺物写真の縮尺は考慮していない。

5. 本書に用いた地図および遺構実測図の方位は、全て磁北を用いた。磁北はN6°30' 

（平成2年）真北から振れている。

6. 引用・参考文献は、調査のまとめの後に一括して掲載した。

7. 本書で報告した記録および出土遺物は、現在のところ、三重県埋蔵文化財センターにお

いて管理・保管している。

8. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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I • 前 言
1 調査の契機

三重県教育委員会は、昭和62年3月の博物館構想

検討委員会による博物館整備にかかる答申を受け、

博物館整備に着手し、平成元年度、斎宮歴史博物館

を開館した。続いて、開館後40年以上が経過し、狭

陰化、老朽化が著しい県立博物館の整備に着手する

こととし、平成3年度には基本調査、 4年度には基

本構想策定と準備が進められた。

基本構想策定作業の中で用地条件が整理され、用

地選定作業が進められた。平成6年度にはその条件

を満たし、かつ文化ゾーンの整備を目的とし、三重

県センター博物館（仮称）建設用地が県総合文化セ

ンター隣接地に決定されるに至った。

そのため、津市上浜町及び同一身田上津部田地内

の文化財調査が必要となったのである。

2 調査の経過

a 調査の経過

県教育委員会は、事業用地の買収及び造成を財団

法人三重県土地開発公社（以下「公社」という）に

委託した。当センターは公社から埋蔵文化財の有無

について照会を受け、平成6年度に当センター係長

泉雄二を担当者として分布調査を行った。その結果

に加え、用地付近には北東に峯治城跡、北西に上津

部田城跡が所在すること。また、峯治城跡は平成元

年度、 2年度の県道豊里久居線整備にかかる調査

や、平成3年度に津市教育委員会によって宅地開発

にかかる調査などが行われた際に、今回の事業用地

近くから弥生～奈良時代にかけての遺構が発見され

たことなどから、埋蔵文化財の存在が想定された。

このため、平成7年度に当センター主事竹田憲治

を担当者として試掘調査を行い、ヲノ坪窯跡A地区

1,350吋、同B地区975面、北山端地区2,200吋につい

て埋蔵文化財の存在が想定された。

この結果をもとに、県教育委員会文化芸術課及び

事業主である公社と協議を行ったところ、文化芸術

課より、ヲノ坪窯跡B地区については、新博物館の

計画の中で遺跡範囲を含んで所在する 2次林を自然

観察林等として保存活用することが示された。そこ

で、当該地区には造成工事は行わないことを確認し、

これ以外の保護の不可能な部分、ヲノ坪窯跡A地区

1,350対（以後A地区を表記しない）、及び北山端地

区2,000面については、本調査を行うことと決定した。

また、現場作業については、公社から労働力の提

供を受けること、報告書作成業務については、公社

から委託を受けることとなった。

この結果をもとに、平成8年5月7日から田中久

生・前川明男を担当として調査にあたった。

調査前地形測量は、公社に依頼した。

調査に際しては、総合文化センター近隣であるこ

と、調査区西を里道が通っていること、調査区横が

大きな法面であることから、調査区の周囲にバリ

ケードを設置し、安全の確保につとめた。

調査は、ヲノ坪窯跡から開始した。先行して行わ

れた自然環境調査の結果、保存措置が必要な樹木を

移植し、残りの立木を除去し、調査区の形に合わせ

て4mメッシュを設定した。

北山端地区は、土壇状遺構周辺地区に 4mメッ

シュを、調査区長軸方向に幅4mのトレンチ2本を

設定して行った。抜根作業、樹木の搬出は、おもに

人力で行ったが、適宜重機も併用した

ヲノ坪窯跡の調査を進める内に、遺跡範囲が南東

方向に延びることが判明した。このため、公社と協

議し、調査区を南東方向に200吋拡張した。

北山端地区は、遺構、遺物ともにまばらであるた

め、土壇状遺構部分と 2本のトレンチに縮小した。

以上の経緯によって調査は、平成8年7月30日に

終了した。最終的な調査面積は2,000面となった。

現地は、直径10"-'20cmの孟宗竹と常緑広葉樹の入

り乱れた森となっており、かつ、遺構検出面までが

浅く、根の除去をほとんど人力で行わなければなら

ず、大変な作業となった。梅雨時の雨もあり、真夏

のような暑さもあったが、大きな事故もなく、順調

に調査を終了できたのも、現地で作業に従事してい

ただいた方々の協力の賜である。

御芳名を掲げることは控えさせていただくが、感

謝いたします。

b 調査日誌（抄）

4月28日 立木伐採開始
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5月2日 調査機材等搬入。

5月7日 ヲノ坪窯跡から調査開始。

5月14日 土塁状部分の表土を除去。中世の遺構、

遺物とも検出されず。 D11地区で焼夷弾筒発見。

5月16日 士塁状遺構の北端G4・H4地区から、

須恵器蓋杯・須恵質埴輪のまとまりを検出。

5月20日 ElO地区の溝から焼夷弾筒検出。津警察

署に通報し処理を依頼する。その結果、危険がな

いと判断されたため、筒の保管については埋蔵文

化財センターが行うと申し出て了承を得た。

5月21日 G4・H4地区の土器群について、写真

撮影および1/10実測を行う。

5月28日 H8地区から焼夷弾筒出土

5月29日 土塁状遺構南側部分 (H8地区以南）で

遺構検出面としていた赤褐色土の下層から暗褐色

土の層を確認、須恵質埴輪1点を検出したため、

赤褐色土は除去するものと判断し掘削を開始。

6月3日 J3-5地区精査。土坑を検出し、掘削

を開始した。 J5地区で焼夷弾筒発見。

6月4日 昨日掘削を開始した土坑から、須恵器・

須恵質埴輪のほか、焼けた粘土塊を検出した。

6月5日 土坑埋土中から赤く焼けた粘土塊や、黒

く焼締った粘土塊が多数出士したため、須恵器窯

が存在する可能性が生じた。そのためJ3-K3

地区にトレンチNo.1を、 J5-K4地区にトレン

チNo.2を設定、掘削を開始。

6月6日 土塁状遺構横断土層実測。土塁ではない

ことが判明した。 トレンチNo.1・2掘削完了。窯

の存在は確認できなかった。

6月7日 I 2地区から焼夷弾筒発見。土坑群が南

東方向に延びることが判明したため、調査区を約

200面拡張することとし、範囲を設定した。

6月12日 土坑群掘削続行。窯壁破片が多い。土坑

は極めて不整形である。拡張区の表土除去開始。

6月14日 D7-D11地区に旧地形確認のためのト

レンチを設定し、精査。遺構等発見できず。

6月17日 H4地区にトレンチを設定、掘削開始。

しかし窯体は確認できず。

6月26日 北山端地区の表土除去を開始。重機使用。

6月28日 北山端地区にベルトコンベアー搬入。

7月2日 ヲノ坪窯跡の全景写真撮影のため、清掃。
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7月3日 ヲノ坪窯跡写真撮影。

7月4日 北山端地区表土除去開始。

7月10日 北山端地区より焼夷弾発見。

7月24日 北山端地区写真撮影。

7月25・26日 北山端地区測量。

7月30日 県土地開発公社に現場を引き渡し、撤収。

c 文化財保護法にかかる通知

文化財保護法（以下、「法」と呼称）等にかかる諸

通知は、以下により文化庁長官等に行っている。

・法第57条の3第 1項（文化庁長官あて）

平成8年5月2日付け三土開公第347号（県土地開発

公社理事長通知）

・法第98条の2第 1項（文化庁長官あて）

平成8年4月17日付け教文701号（県教育委員会教育

長通知）

・遺失物法にかかる文化財発見・認定通知（津警察

署長あて）

平成9年 1月31日付け教文6-16号（県教育委員会教

育長通知）

3 遺跡の名称

遺跡は、行政的には津市一身田上津部田オノ坪、

津市上浜町六丁目に所在するが、遺跡名については

旧字名を使用し、それぞれヲノ坪遺跡、北山端遺跡

として、調査を開始した。しかし、調査の結果、ヲ

ノ坪遺跡は窯跡であることが判明したため、ヲノ坪

窯跡と呼称することとした。北山端遺跡は遺跡では

ないと判断されるため北山端地区とした。

4 調査の方法

a 小地区設定について

ヲノ坪窯跡は、調査区内を4m四方の升目で区切

ることによって小地区を設定した。西からアルファ

ベット、北から数字を付け、北隅をC-3とした。

北山端地区については、土壇状遺構部分について

はヲノ坪窯跡と同様に小地区を設定した。 2条のト

レンチは南をAトレンチ、北をBトレンチとした。

なお、この地区設定は調査区の形状に合わせたも

ので、国土座標軸とは無関係である。

b 遺構図面について

調査区全体の平面図及び地形図は、 1/100で平板測

量により作成した。土器出土状況は1/10で、各土層

断面図は1/20で作成した。



II. 位置と環境

1 遺跡の位置

遺跡の所在する津市は伊勢平野のほぼ中央にあ

り、平野を横断して東流する志登茂川と安濃川の中

下流域に位置する。

志登茂川は安芸郡芸濃町の丘陵に、安濃川は布引

山地の北部にそれぞれ源を発し、丘陵を開析して下

流に平野を形成した。その河口は両者が接するよう

に伊勢湾に注ぐ。志登茂川と安濃川に挟まれた形で

開析されずに残った丘陵が芸濃町から安濃町を経て

津市の海岸近く、県庁舎付近まで続いている。
① 

地質学的には奄芸層群（新生代第三紀鮮新世）に

属する。

調査地は標高20数mの丘陵上にあり、小さな谷に

南面している。立木がなければ、眺望の利く高所で

ある。現況は山林である。

2 歴史的環境

志登茂川中下流域には、旧石器時代の遺物及び遺
② 

構は最近まで発見されなかったが大古曽遺跡(10)、

六大B遺跡(11)で後期旧石器時代に属するナイフ型

石器が出土し、志登茂川流域の人類の歴史が約

30,000年前までさかのぼることがあきらかになった。

このように志登茂川流域における人類の足跡は早

くから残されているが、ここでは調査結果に基づ

き、古墳時代を中心に概観することとしたい。

安濃川流域、志登茂川流域あわせても大型の前期

古墳は確認されていない。最古とされる古墳は安濃
③ 

川流域の坂本山古墳群(2)である。

両地域で大型の古墳が造営されるのは 5世紀に
④ ⑤ 

入ってからで、明合古墳、池ノ谷古墳の二つであ

る。安濃川流域には前方後円墳が10基以上確認され

ているが、 20,,..__,SOmの小規模なものが多い。

古墳時代後期の幕開けとも言うべき、須恵器の生
⑥ 

産が伊勢平野で開始されたのは、久居古窯跡群であ

る。 5世紀末頃のことであった。

これとほぼ前後して安濃川及び志登茂川流域にお

いて群集墳が形成されはじめ、 6世紀後半に最盛期

を迎える。ことに長谷山東麓を中心に展開する長谷
⑦ 

山古墳群は、小古墳約450基を数える、群集墳の密集

する地域である。
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志登茂川流域では100基ほどが確認されており、ほ

とんどが後期に属する円墳である。付近で調査され

た例としては、木棺直葬で鉄鏃1本が出土した墓の
⑧ 

谷 1号墳(3)、小規模な横穴式石室が検出された川北
⑨ 
2号墳(4)、木棺直葬で埴輪列が検出された門脇北古
⑩ 

墳(5)、須恵質埴輪を含む埴輪列が検出された西岡古
⑪ 

墳(6)、やや離れるが須恵質埴輪が検出された日余1
⑫ 

号墳(7)がある。このほか、見当山丘陵には古墳が点

在する。しかし、早くから開発、開墾された丘陵で

あるため、すでに封土を失い消滅していった古墳が

あった可能性は高い。

また、今回の調査により底部に段をもつ円筒埴輪

（いわゆる淡輪系埴輪）が出土したが、同様の埴輪

が発見されている古墳及び遺跡をみると、三重県内
⑬ 

では23ヶ所に登る出土遺跡が挙げられている。周辺

では3ヶ所ある。生産遺跡としては、北西に3.6kmの

安濃町内多に、すでに消滅しているものの須恵質埴
⑭ 

輪が採集されている内多古窯跡(8)がある。大きくみ

るとヲノ坪窯跡と同じ丘陵群といえる。他に、安濃

町内には丸岡C2号墳、明合1号墳がある。

淡輪系埴輪はないが、津市南部の半田地区には、
⑮ 

須恵質埴輪が検出された藤谷埴輪窯跡群(9)がある。

埴輪中心であるが須恵器も併焼しており、久居古窯

跡群とほぼ同時期の操業である。今回の調査成果を

加えて、今後、これら窯業遺跡の生産物がどこに運

ばれているかを追跡し、古墳時代における当地域の

様相が少しでも明らかになればと思う。



図1. 遺跡位置図 (1:50,000) (国土地理院 1:25,000 

1 . ヲノ坪窯跡 2. 坂本山古墳群 3. 墓ノ谷古墳群 4. 川北2号墳 5. 門脇北古墳

6. 西岡古墳 7. 日余1号墳 8. 内多古窯跡 9. 藤谷埴輪窯跡群

10. 大古曽遺跡 11. 六大B遺跡 12. 橋垣内遺跡 13. 窪田大垣内遺跡

14. 峯治城跡 15. 上津部田城跡 16. 渋見砦跡
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図3 調査地周辺地形図（平成2年） (1:5,000) 
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図4 ヲノ坪窯跡調査前地形図 (1:400) 

l- 上二 一

図5 北山端地区調査前地形図 (1:400) 
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図7 ヲノ坪窯跡調査区平面図 (1:200) 

- 8 -



゜
!Om 

図8 北山端地区調査区地形図 (1:200) 
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図9 北山端地区調査区平面図 (1:200) 
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田．調査の成果

1 現況と基本的層序

a ヲノ坪窯跡 調査地は、現在、常緑広葉樹及

び竹林となっており、表面には落葉の下に淡褐色土

が約10-20cm堆積している。旧地主や周辺の住民の

話によると、かつてば畑地として利用されていた箇

所も相当あるようである。

太平洋戦争中には食糧増産のため開墾が行われた

が、その際にどのような整地が行われたかは不明で

ある。その後、農林水産省の野菜試験場用地とな

り、茶が植えられた。昭和40年代に野菜試験場が移

転し、現在に至っている。

整地を受けていると思われる調査地南部のフラッ

トな部分の堆積は、以下のとおりである。

表層落葉下の淡褐色土は、場所によっては旧耕

作土と考えられよう。その下には赤褐色土・褐色

土が約20cm前後堆積する。場所によっては約80cm

前後堆積している箇所もある。この層はあまり

締っておらず、戦中の開墾による整地層かと考え

られる。その下には灰黄色土があり、基盤層を崩

して堆積したものと考えられる。従ってこの層も

整地層といえよう。

そして、基盤層（地山）の赤色粘質土に至る。斜

面部分は、落葉の下に薄く腐葉土の堆積があるもの

の、その下は淡青灰色や灰白色の粘質土となる。

また、調査区東部の拡張区斜面上部には灰黄色砂

が約80cm程度堆積している。調査地北部の土塁状遺

構西側では、表土直下が基盤層となる。基盤層は基

本的に黄白色砂の下に赤褐色士が堆積している。酸

化鉄層もところどころにみられる。

b 北山端地区 ヲノ坪窯跡と同様に常緑広葉樹

及び竹林となっており、樹齢20-30年程度のシイが

十数本生えている。

地表面の落葉の下に淡褐色土が約10-20cm堆積し

ている。かつては畑地として利用されていたよう

で、西から東に向かって緩やかに傾斜する斜面を区

切る段や溝が残されている。淡褐色土の下には灰黄

色土が堆積する。調査区東部では、表土下に淡赤褐

色土と暗黄灰色土が堆積しており、整地によるもの

と推定される。そして基盤層に至る。
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2 主な遺構

a ヲノ坪窯跡

土坑群SK1

いくつもの土坑が重なり合って形成されたのでは

ないかと考えられる土坑群である。便宜上、 SKl

とした。調査区の東南部にあり、北東部の斜面上

方、標高23m付近から大きな溝のように土坑が連続

し、調査区南部に延びる。重なり合った土坑それぞ

れの切合いなどは検出できなかった。

検出した土坑群は南端部で最も低くなり、標高18

m前後、表土下3m余りであり、斜面最上部との比

高差は約5mとなる。平面形は、西側はほぼ直線的

にそろうが、東側は屈曲し不整形である。最下地点

から斜面中腹の標高20m地点までは、溝状に深く掘

下げられた部分がある。幅 1"-'1.Sm、深さ 1,.__, 1. 2 

m程度で斜面に沿うように湾曲しながら上方に進む。

上部の土坑は検出面からの深さが約0.8"-'1mを測

る。上端から緩く内湾して掘り下げられており、底

はほぼ平面である。

さらに上方では、砂質土に幅2"-'2.Sm、検出面か

らの深さ0.8m程の溝状に掘られている。

埋土中には、須恵器片、須恵質埴輪片とともに、

熱を受けて固まったと思われる赤色粘土塊や、黒く

焼き締まった窯壁塊が多数含まれていた。これらは

土坑群の埋土中全域に含まれていたが、斜面最上部

の砂質土に掘り込んだ部分は、斜面中腹から下部の

部分に比べて多く含まれていた。

溝SD2

調査区の中央を東西に横断する。幅約O.Sm、検出面

からの深さ l"-'1.2mを測る。当初、北側に平行する土

塁状遺構に伴うものと考えてもいたが、検出の結果、調

査前に土塁と考えていたものは、開墾等によって地形が

改変を受けた際に、手を加えられずに残された部分であ

ろうことが判明した。また、溝埋土中から焼夷弾筒や、

戦中・戦後のものと考えられる金属片などが検出された

ことから、この溝は開墾時に竹などの根の進入を防ぐ目

的で掘削されたものではないかと考えられる。

土塁状遺構

調査前には、近隣に峯治城跡、上津部田城跡など



A
 

20.6m 

1 . 淡褐色土 2. 赤褐色土
4. 灰黄色土 5. 赤褐色粘質土

図10 A-B土層断面図 (1:80) 

3. 黒色土

1 . 淡褐色土 2. 淡灰褐色土 3. 淡赤褐色土
4. 淡灰黄色土 5. 淡赤色＋淡灰色粘質土の互層

図11 C-D (士塁状遺構）土層断面図 (1:80) 

7 
F 22.8m 

G-

1 . 淡褐色砂質土 2. 淡灰黄色砂 3. 黒色砂 4. 淡黄灰色砂
5. 淡灰白色粘土 6. 赤錆色岩 7. 赤褐色土・焼土ブロックの互層
8. 灰黄色砂・白黄色粘土塊の互層 9. 淡赤褐色砂

図12 E-F (トレンチNo.1)土層断面図 (1:80)

1. 淡褐色砂
3. 未記入
5. 淡赤灰色砂・黄色粘土の互層
7. 淡灰白色粘土
9. 淡黄灰色砂
11. 淡黄灰色砂
13. 赤白色粘土
15. 淡灰色砂

図13 G-H (トレンチNo.2)土層断面図 (1:80) 

2. 淡黄灰色砂
4. 黄灰色砂・黄色粘土の互層
6. 赤白色粘土
8. 淡赤褐色砂
10. 橙色粘土
12. 灰黄色砂
14. 赤錆色岩
16. 黄灰色砂

31 

1 . 淡褐色土
5. 赤褐色土
9. 暗褐色土
13. 淡赤褐色士
17. 淡青灰色砂
21. 淡灰黄色砂
25. 淡黄灰色砂
29. 黄灰色砂
33. 青灰色砂（灰混じり）
37. 淡黄灰色砂
I -J (土坑群）土層断面図 (1:80) 

2. 暗褐色土
6. 淡黄灰色砂質土
10. 明灰色粘土
14. 淡青灰色砂（灰混じり）
18. 淡黄灰色砂質土
22. 未記入
26. 橙灰色土
30. 淡赤褐色土・礫の互層
34. 暗褐色砂

3. 淡赤褐色土
7. 赤褐色土
11. 黄色砂
15. 淡灰黄色砂
19. 淡褐色砂
23. 灰黄色砂質土
27. 淡茶灰色砂
31. 黄褐色砂質土
35. 灰黄色砂

4. 赤褐色粘質土
8. 灰黄色砂質土
12. 灰黄色土
16. 淡青灰色砂質土
20. 褐色土
24. 淡灰褐色砂
28. 暗赤褐色砂質土
32. 淡黄灰色砂
36. 灰白色粘土

図14

゜
1 : 80 4m 

- 12 -



L 
=-20.2m 

2 

1 . 淡褐色土 2. 淡赤褐色土 3 

3. 淡茶灰色砂質土 4. 茶灰色砂質土 4 
5. 赤褐色土 6. 黄褐色土 7 
7. 茶灰色砂質土 8. 暗茶灰色砂質土
9. 赤茶色土 10. 黄灰色土
11. 茶灰色砂質土 12. 淡灰色砂質土
13. 暗橙色土 14. 暗茶灰色砂質土

゜
1 : 80 4m 

15. 13と14の互層 16. 淡青灰色粘土
図15 K-L土層断面図 (1:80) 

a- a
＿
 b-

~ ・24.0m 

1 : 40 2m 

1. 淡黄色土 2. 淡褐色土
4. 黄褐色土粒の混じった鳥色土 5. 暗黄灰色土
7. 褐色土（焼土）

図16 土塁状遺構 土器群出土状況実測図 (1:40) 

3. 黒色土（軟らかい）
6. 暗黄色土
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26.0m 

木径.Om

-こ□□二□□□
25.0m 

1 . 淡褐色土
3. 黄褐色土・灰黄色粘土の互層
5. 暗黄灰色土

2. 灰黄色土
4. 淡赤褐色土
6. 灰色粘土・赤錆色土の互層

6
 

図17 北山端地区調査区北辺土層図

~27.0m 

1 . 淡褐色土
3. 黄褐色土
5. 灰色土
7. 淡灰色砂質土

2. 淡黄灰色土
4. 淡黄灰色土
6. 淡灰色土

6
 ゜

1 : 80 4m  

図18 北山端地区 M-N (土壇状遺構）土層図

の中世城館が存在することから、何らかの城館にと

もなう遺構であろうと推測していた。しかし当該時

期の遺物が 1点もないこと、また、ほぼ頂上部のマ

ウンド状の部分の表土直下から須恵器片や、須恵質

埴輪片が小さな破片ばかりながら数十個まとまって

検出されたことなどから、中世城館にともなうもの

ではなく自然地形の斜面が、東側は開墾され溝に切

られたが、西側は加工されずに残された部分である

ことが判明した。

遺構ではないが頂上部のマウンドで検出された土

器群についてここで触れたい。

検出した土器片は大半が小片である。頂上部より

もさらに0.z,.._,o. 3m高いマウンドの上面に散乱して

いた。その配置には特に意味を持つように思えない

が、自然地形の残された部分から検出されたという

点で、投棄された際の位置を保っていたのではない

かと考えられる。

また、この土器群の南部から、土器群を切込んで

方形の土坑SK3が検出された。埋土には炭化物が

多く含まれており、周囲の壁は熱を受け赤変してい

た。出土遺物が無いため断定はできないが、埋土が

柔らかく、新しいものという印象を受ける。

b 北山端地区

当初、土壇状遺構と考えていたマウンドは調査の

結果、頂上部、斜面、及び周辺からは遺構遺物とも

に検出できず、開墾、整地の際に取り残されたであ

ろう「高まり」であることが判明した。近代以降の

施釉陶器の小片がごく少量上層から出土したのみで

あるため、整地の時期を特定することも困難である。

なお、焼夷弾筒1点とその付属部品である安定尾

部、及び弾筒の蓋と思われる金属製品が出土した。

- 14 -



N. 調在の成果ー遺物一

今回の調査で出土した遺物は整理箱に70箱程度で

ある。主として古墳時代の須恵器、須恵質埴輪、及

び窯壁塊、焼土塊などである。他には太平洋戦争末

期の焼夷弾があるが、古代～近世の遺物は発見され

ず、わずかに近代以降の施釉陶器がごく少量検出さ

れたにすぎない。極めて限定された時期の遺跡であ

ることが窺える。

以下に記述するが、詳細は観察表をもって代える。

1 古墳時代の遺物

a 須恵器

整理箱に20箱余り出土した。土塁状遺構の上位面

からまとまって出土した中に、ある程度の大きさま

で接合できるものがあるが、大半が4分の 1から 6

分の1以下の細片である。焼成時のものと思われる

歪み、膨れを持つものが多く、出土量に比べて図示

できるものは少ない。蓋杯が9割以上を占めるもの

と思われるが、少量ながら高杯、甕、壷、速なども

出土している。

杯蓋 (1-28) 

出土したもの全てが天井部と口縁部の境に稜を持

つ。復元口径が12cm~14cm強となるが、中に16cm程

度に復元できるもの (20・22・24)もある。口縁部が

ほぼ垂直になるものと、口縁端部が外反するもの、

ロ縁部全体が外反するものがある。ほぼ垂直になる

ものは口縁高が2cm以上あり、端部に段をなす。ロ

縁部全体が外反するものは、それ自体が短い。天井

部外面をヘラ削りする他は、ロクロナデによる調整

が施される。稜の直近までヘラ削りを施すものと、

稜から上方に 1単位はロクロナデを残すものがある。

杯身 (29-55)

立ち上がりがほぼ垂直になるものと、やや内傾す

るもの、内傾した立ち上がりに口縁端部が外反して

いるものがある。また、強く内傾し立ち上がりが低

いもの (52・53)がある。

その他の須恵器(56-62)

ロ縁部のみであるが聰と推定される破片(55)、高

杯（低脚(58・59)及び長脚(60))、壷口縁部(61)、甕

(62)などがあるが、量的には出土した須恵器の数％

にすぎない。

- 15 -

b 埴輪

出土した埴輪は整理箱に20数箱に登る。大半が円

筒埴輪（朝顔形埴輪を含む）であるが、わずかなが

ら家形埴輪片や人物埴輪片もある。大部分が須恵質

または硬質に焼成されている。中には暗赤褐色を呈

し、焼き締められたような様相の個体もある。

円筒埴輪（朝顔形埴輪を含む） (63-93) 

総量としてはかなりの量があるが、全形を復元す

るに至る個体はなく、かつ焼き歪みが激しいものが

多いことから図示できる個体も限られてしまった。

出土した全ての底部破片に、蔓などをリング状に

してはめていた痕跡であると考えられている段が認

められた。突帯は低いM字のものがほとんどであ

る。口縁部はヨコナデにより端面をつくっている。

中には丸く収まり端面を有しないものもある。外面

調整は、タテハケの後、ヨコハケを施す。しかし、

基部にはヨコハケは行われず、タテハケのみとな

る。ヨコハケは廉状となる部分が見あたらないこと

から、川西宏幸氏のいう C種ヨコハケではないかと

考えられるが、小片ばかりのため疑問の余地は残る。

朝顔形埴輪は焼成が悪く、土師質程度のものが多

い。頚部の小片から朝顔形埴輪と判断したもので、

円筒部まで復元できるような全体を窺える個体はな

かった。

器財埴輪及び形象埴輪(94-99)

小片ばかりであるが、家形埴輪の屋根端部、人物

埴輪頭髪、同衣裾などが認められる。

2 その他の遺物

石器類(107-118)

包含層遺物であるが、石鏃、スクレイパー、敲

石、磨製石斧などが出土した。共伴遺物がないので

時期は決しがたいが、形状から弥生期のものであろ

う。他には、砥石と考えられる石片が出士した。
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3 戦争関係遺物(100-106)

発見された焼夷弾等戦争関係遺物は、ヲノ坪窯

跡、北山端地区あわせて整理箱8箱を数える。

発見された焼夷弾筒は全長49.5cm、直径8cmで円
筒である。頭部から約3cm程を 6角形に絞る。ま

た、尾部は端から4.5cmのところから絞られ、端部で

直径7cmとなる。高高度から投下され地面に突き刺
さったものであるから、当然ながら伴う遺構はない。

出土状況はほぽ垂直になっているもの、斜めに
なっているものなど様々である。先端は地表下約
30cm"-'1 mまで到達しており、地山の粘土が高温に
より焼き付いているものが多い。尾部には1.5cm程塗
装が残っているものもある。また、洗浄中に頭部内

から信管が発見された。全体に赤錆が付着している

ため、鉄製と考えられるが、軽量であるため合金で

ある可能性もある。

北山端地区から発見された鉄製品は、弾筒の尾部

に取り付けられ、落下時の姿勢を垂直に保ち速度を
低減させる安定尾部と呼ばれるものである。また、

弾筒尾部の蓋も発見された。

焼夷弾のほか、 M63型通常爆弾の破片も 1点発

見された。
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図27 10ポンド焼夷弾M74構成図（雲井氏提供） 図26 出土焼夷弾実測図 (1:4) 
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片

5
 01
6-
02
 
須
恵
器

杯
盤

土
塁
上
土
器
群
．ヽ
n6

14
.4
 

14
.2
 

5.
1 
砂
叶
テ
・
天
井
部
外
面
U
クロ
ケズ
リ

6
 00
1-
05
 
須
恵
器

杯
蓋

M-
5包
含
層

12
 5
 

12
 
2
 

ロク
ロナ
テ’
天
井
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

密
良

灰
白

1/
4 

7
 00
7-
05
 
須
恵
器

杯
蓋

K
-
6
S
 K
 1
 

1
5
 0
 

14
 8
 

ロク
ロナ
デ
天
井
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
粗

良
灰

小
片

外
面
に
自
然
釉

8
 00
8-
07
 
須
恵
器

杯
蓋

J-
4 
S
K
 1
 

15
 0
 

15
 2
 

的
吋
テ
・
天
井
部
外
面
吟
0ケ
ズリ

や
や
粗

良
灰

1/
8 

9
 00
7-
01
 
須
恵
器

杯
蓋

J-
4 
S
K
 1
 

14
 8
 

15
 0
 

的
吋
テ
・
天
井
部
外
面
砂
U
ケズ
リ

や
や
粗

良
灰

小
片

10
 0
07
-0
6 
須
恵
器

杯
釜

K
-
6
S
 K
 1
 (下
）

15
 0
 

15
 0
 

砂
叶
テ
＇
天
井
部
外
面
砂
nヶ
ズリ

や
や
粗

良
灰

小
片

11
 
00
1-
06
 
須
恵
器

杯
蓋

K-
5
包
含
層

12
 8
 

12
 4
 

ロク
ロナ
テ’
天
井
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

並
明
褐
灰

1/
8 

12
 0
03
-0
2 
須
恵
器

杯
蓋

K
-
5
S
 K
 1
 

14
 0
 

13
 6
 

ロク
ロナ
テ’
天
井
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
粗
い

や
や
良
灰
白

1/
8 

13
 0
08
-0
4 
須
恵
器

杯
蓋

J
-
4
S
 K
 1
 

14
 8
 

14
 8
 

ロク
ロナ
デ
天
井
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

良
灰

小
片

14
 
00
6-
03
 
須
恵
器

杯
盤

K
-
6
S
 K
 1
 

14
 3
 

14
 0
 

砂
叶
デ
天
井
部
外
而
U
クU
ケズ
リ

や
や
密

良
灰
褐

小
片

15
 0
06
-0
1 
須
恵
器

杯
蓋

K
-
4
S
 K
 1
 

14
 0
 

14
 0
 

u知
ナ
デ
天
井
部
外
面
砂
U
ケズ
リ

や
や
密

良
灰

小
片

16
 0
30
-0
3 
須
恵
器

杯
蓋

土
塁
上
土
器
群

~o
.5

12
 8
 

13
 4
 

uり
at
テ＇
天
井
部
外
面
吟
nヶ
ズリ

17
 0
01
-0
8 
須
恵
器

杯
蓋

J-
3
包
含
層

15
 7
 

15
 6
 

的
at
テ＇
天
井
部
外
面
的
nヶ
ズリ

や
や
密

並
灰

1/
6 

18
 0
02
-0
2 
須
恵
器

杯
蓋

J-
4
包
含
層

12
 0
 

訪
叶
テ
’
天
井
部
外
面
砂
U
ケズ
リ

密
良

良
1/
4 

歪
み
、
焼
き
膨
れ

19
 0
01
-0
2 
須
恵
器

杯
盤

~-
5
包
含
層

14
 0
 

14
 6
 

砂
aナ
デ
天
井
部
外
面
aク
ロケ
ズリ

密
良

灰
白

1/
6 

20
 0
06
-0
8 
須
恵
器

杯
蓋

K-
4 
S
K
 1
 

16
 0
 

16
 0
 

砂
叶
テ
’
天
井
部
外
面
砂
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

良
灰

小
片

21
 
00
3-
03
 
須
恵
器

杯
盤

L
-
7
S
K
 1
 

15
 0
 

1
5
 1
 

ロク
ロナ
デ
天
井
部
外
而
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
粗
い

亜
灰
．
灰
白

1/
8 

22
 0
06
-0
6 
須
恵
器

杯
盤

K
-
4
S
 K
 1
 

16
 0
 

1
6
 0
 

砂
吋
デ
天
井
部
外
而
砂
吋
ズ
リ

や
や
粗

や
や
軟
灰

小
片

23
 0
08
-0
8 
須
恵
器

杯
蓋

J-
4 
S
K
 1
 

14
 6
 

14
 3
 

訪
叶
テ
＇
天
井
部
外
面
砂
U
ケズ
リ

や
や
粗

良
灰

1/
8 

24
 0
03
-0
1 
須
恵
器

杯
蓋

K
-
5
S
 K
 1
 

16
 0
 

15
 6
 

的
叶
テ
＇
天
井
部
外
面
吟
リ
ケ
ズ
リ

粗
(2
mm
小
石
）
良

灰
1/
8 

25
 0
07
-0
3 
須
恵
器

杯
蓋

J-
4 
S
K
 1
 

15
 6
 

15
 8
 

的
叶
テ
’
天
井
部
外
面
nク
nヶ
ズリ

や
や
密

良
灰

小
片

26
 0
03
-0
4 
須
恵
器

杯
蓋

K
-
8
S
 K
 1
 

1
3
 0
 

13
 2
 

ロク
ロナ
テ＇
天
井
部
外
面
□ク
ロケ
ズリ

粗
い

並
灰

1/
8 

27
 0
01
-0
7 
須
恵
器

杯
蓋

K-
4
包
含
層

1
8
 0
 

17
 5
 

口ク
ロナ
デ
天
井
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

密
良

灰
白

小
片

28
 0
05
-0
6 
須
恵
器

杯
蓋

K-
4
トレ
ンチ
:-i
o.2

nり
［ナ
デ
天
井
部
外
面
砂
吋
ズ
リ

や
や
粗

や
や
良
灰

小
片

29
 0
04
-0
3 
須
恵
器

杯
身

K
-
5
S
 K
 1
 

1
0
 0
 

11
 
4
 

砂
吋
デ
底
部
外
面
nク
U
ケズ
リ

や
や
粗
い

並
灰
・
灰
白

1/
8 

2
2
 

30
 0
08
-0
6 
須
恵
器

杯
身

J-
4 
S
K
 1
 

9
 0
 

11
 0
 

的
叶
テ
＇
底
部
外
面
nク
ロケ
ズリ

や
や
粗

良
灰

1/
4 

焼
き
歪
み
に
よ
り
楕
円
形

31
 
00
3-
07
 
須
恵
器

杯
身

包
含
層

10
 0
 

1
2
 2
 

nク
nナ
デ
底
部
外
而
砂
U
ケズ
リ

粗
い

並
灰

1/
8 

32
 0
04
-0
2 
須
恵
器

杯
身

L-
7 
S
K
 1
 

1
0
 0
 

11
 6
 

ロク
ロナ
テ＇
底
部
欠
損
の
た
め
不
明

や
や
密

並
灰
オ
リ
ー
プ
・
灰
白
1/
8 

33
 0
05
-0
1 
須
恵
器

杯
身

K
-
5
S
 K
 1
 

12
 0
 

14
 0
 

砂
叶
デ
底
部
外
面
砂
uケ
ズリ

や
や
密

良
灰
白
・
灰
白
1/
8 

34
 0
04
-0
5 
須
恵
器

杯
身

K
-
5
S
 K
 1
 

1
0
 8
 

12
 5
 

砂
肘
テ
＇
底
部
外
面
U
クリ
ケズ
リ

や
や
粗
い

並
灰

1/
6 

35
 0
03
-0
6 
須
恵
器

杯
身

K
-
8
S
 K
 1
 

11
 0
 

12
 
2
 

砂
aナ
デ
底
部
外
而
aク
ロケ
ズリ

粗
い

並
灰
・
灰
白

1/
8 

36
 0
06
-0
2 
須
恵
器

杯
身

K
-
4
S
 K
 1
 

1
0
 7
 

12
 5
 

ロク
ロナ
デ
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

良
浅
黄

小
片

37
 0
05
-0
4 
須
恵
器

杯
身

K
-
5
S
 K
 1
 

12
 0
 

14
 0
 

ロク
ロナ
デ
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
粗

拉
灰
．
灰
白

1/
8 

38
 0
04
-0
8 
須
恵
器

杯
身

L
-
5
S
 K
 1
 

12
 0
 

14
 0
 

砂
叶
デ
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

亜
暗
青
灰
•
青
灰
1/
6 

39
 0
30
-0
1 
須
恵
器

杯
身

土
塁
上
土
器
群

~<
15

3
11
 
2
 

1
3
 7
 

訪
吋
デ
底
部
外
而
砂
吋
ズ
リ

40
 0
04
-0
6 
須
恵
器

杯
身

L
-
6
S
 K
 1
 

12
 0
 

1
3
 8
 

的
叶
テ
＇
底
部
外
面
砂
吋
ズ
リ

や
や
粗
い

良
灰

1/
6 

41
 
00
1-
03
 
須
恵
器

杯
身

K-
5
包
含
層

11
 5
 

13
 6
 

砂
叶
デ
底
部
外
面
吟
け
ズ
リ

密
良

灰
1/
4 

蓋
破
片
溶
着

42
 0
04
-0
1 
須
恵
器

杯
身

J-
5 
S
K
 1
 

10
 6
 

1
3
 3
 

訪
叶
デ
底
部
外
面
的
nヶ
ズリ

や
や
密

亜
オリ
ープ
・
灰
1/
6 

歪
み
大

43
 0
05
-0
2 
須
恵
器

杯
身

K
-
5
S
 K
 1
 

1
2
 0
 

13
 8
 

ロク
ロナ
デ
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

や
や
良
淡
黄
・
灰
白
1/
8 

44
 0
03
-0
5 
須
恵
器

杯
身

K
-
8
S
 K
 1
 

12
 0
 

13
 4
 

uり
叶
デ
底
部
外
面
的
U
ケズ
リ

や
や
粗
い

亜
灰

1/
10
 

45
 0
07
-0
4 
須
恵
器

杯
身

K
-
6
S
 K
 1
 (下
）

11
 0
 

14
 0
 

訪
吋
デ
底
部
外
面
砂
的
ズ
リ

や
や
密

良
灰

小
片

46
 0
02
-0
1 
須
恵
器

杯
身

T¥
-5
包
含
層

13
 8
 

16
 0
 

砂
叶
デ
底
部
外
面
nク
nヶ
ズリ

密
良

灰
1/
6 

杯
藍
か
？

47
 0
03
-0
8 
須
恵
器

杯
身

G-
6
土
塁
包
含
層

12
 0
 

14
 4
 

砂
叶
デ
底
部
外
而
訪
nり
ズリ

や
や
粗
い

亜
青
灰
・
灰

1/
8 

48
 0
06
-0
5 
須
恵
器

杯
身

K-
4 
S
K
 1
 

14
 0
 

15
 5
 

ロク
ロナ
デ
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

良
灰

小
片

49
 0
05
-0
3 
須
恵
器

杯
身

K
-
5
S
 K
 1
 

1
3
 4
 

14
 9
 

砂
吋
デ
底
部
外
面
nク
nケ
ズリ

や
や
粗

並
灰
白
・
灰

1/
8 

50
 0
01
-0
4 
須
恵
器

杯
身

',!
-5
包
含
層

1
2
 3
 

1
5
 2
 

口ク
ロナ
デ
底
部
外
面
□ク
ロケ
ズリ

粗
い

亜
灰

1/
6 

51
 
00
4-
07
 
須
恵
器

杯
身

L
-
6
S
 K
 1
 

11
 6
 

13
 9
 

ロク
ロナ
テ＇
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

粗
い

並
灰
．
灰
白

1/
4 

52
 0
08
-0
5 
須
恵
器

杯
身

J-
4 
S
K
 1
 

1
5
 2
 

18
 0
 

ロク
ロナ
テ＇
底
部
外
面
ロ
ク
ロ
ケ
ズ
リ

や
や
密

良
灰

1/
8 

53
 0
04
-0
4 
須
恵
器

杯
身

J-
4 
S
K
 1
 

16
 0
 

1
8
 2
 

07
0
ナテ＇
底
部
外
面
07
0
ケズ
リ

や
や
粗
い

並
灰

1/
8 

歪
み
強
い

54
 0
05
-0
8 
須
恵
器

杯
身

L
-
6
S
 K
 1
 

砂
□t
デ
底
部
外
而
砂
nヶ
ズリ

や
や
粗

並
灰

小
片

55
 0
05
-0
7 
須
恵
器

杯
身

L-
7 
S
K
 1
 

砂
叶
デ
底
部
外
面
砂
吋
ズ
リ

や
や
粗

並
灰
白
・
灰

小
片

56
 0
02
-0
6 
須
恵
器

M
り

C-
3
表
土

8
 0
 

砂
叶
デ
ヘ
ラ
刻
み

や
や
密

良
灰

ロ
縁
部
小
片

57
 0
02
-0
5 
須
恵
器

不
明

K-
6 
S
K
 1
 

外
径
13
0
 

ロク
ロナ
テ・

密
良

灰
1/
8 

別
個
体
が
溶
着

58
 0
06
-0
7 
須
恵
器
品
杯
脚
K-
6 
S
K
 1
 

8
 5
 

ロク
ロナ
テ'

や
や
密

良
灰

小
片

底
脚
一
段

59
 0
01
-0
1 
須
恵
器

高
杯

1-
7
包
含
層

10
 
0
 -

ロク
ロナ
テ'

や
や
密

良
青
灰

1/
8 

60
 0
02
-0
4 
須
恵
器

品
杯

G-
7
表
土

3
 2
 

nク
ロナ
テ.
(!I
)
線
2
条

密
（
微
砂
粒
）
亜

鈍
い
橙

脚
柱
の
み

61
 
00
8-
02
 
須
恵
器

壷
K
-
6
S
 K
 1
 

1
8
 0
 

リク
U
ナテ
'

や
や
粗

良
灰

小
片

ロ
縁
部
の
み

62
 0
14
-0
1 
須
恵
器

壷
K
-
S
S
 K
 1
 

24
 0
 

ロ
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
外
面
ハ
ケ
調
整

や
や
粗
(
3
~
5
m
m
)
拉

灰
白

ロ
縁
部
1/
3



出
土
円
蕎
•
朝
顔
形
埴
輪
一
覧
表

報
告
ぬ
整
理
No
.
出
土
位
置

類
部
す
i径

タ
ガ
緬
タ
ガ
涵
さ
外
面
調
整

内
面
調
整

命
色
調
外
而
色
調
内
面
胎
土

信
薩
考

63
 0
27
-0
1 
土
塁
上
上
40
 6
5.
87
.8
9.
90
.9
3 
11
7 

筒
口
～
体
部

2
3
 0
 
2
 7
 
0
 5
 3コ
II
ケ

ヨ]
/1
ケ

誓
灰
黄
褐
に
ぶ
い
橙
や
や
密
、
微
砂
粒
多
い

64
 0
25
-0
1 
土
塁
上
土
38
 4
4 
6
6
 .
10
2 
10
3 

ロ
筒

口
音
〖

2
 2
 
0
 3
 タテ
,v
rt
3]
/1
ケ

ヨJ
I¥
ケ

宵
灰
白

に
ぶ
い
褐
や
や
粗
い
(
1
~
2
m
m
の
小
石
を
含
む
）

65
 0
18
-0
1 
土
塁
上
土
52
 8
6 
94
 

エ
箭
i

口
，
部

2
 1
 

0
 4
 ク
テ吋
t
3コ
IV{

3]
八ケ

恵
質

暗
赤
褐
淡
灰
密
（
白
細
粒
を
含
む
）

歪
み
大
き
く
内
湾
す
る

66
 0
17
-0
1 
土
塁
J::±
1
 

筒
口
部

クテ
II
ケ｛
3J
}V
f 

3:1
/¥
ケ

烹
質

暗
灰

霞
ば
密
（
白
細
粒
を
含
む
）

部
分
的
に
暗
褐
色

67
 0
16
-0
1 
上
塁
上
土
39
 4
8 
5
0
 9
5 

I
 

口
部

2
 2
 
0
 4
 タテ
/Iケ
f
3J
/¥
ケ

3]
/¥
ケ

I
嘔
r

痰
齊
漑
灰

密
歪
み
大

68
 0
28
-0
1 
土
塁
上
土
60
 
72
 

I
 
百

2
5
 2
 
2
 5
 

0
 6
 ，，テ
I'
ケ
t
3]
/1
ケ

3J
f¥
ケ
+
3
J
ナテ・

恵
質

苗
灰
灰

や
や
・
を
、
視
砂
粒
多
い

69
 0
19
--
01
 
土
塁
上
土

I
 

2
 5
 

0
 6
 クテ／
＼ケ
t
3ユ
}VJ

3J
/V
{ 

や
や
硬
質
深
灰

|沼
H
Jて
や
や
9
I!.
い
白
粒
を
含
む
）

1
表
面
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る

70
 0
26
-0
1 
土
塁
上
土
51
 
52
 

I
 

中
印
は
タ
テ
／
＼
ケ
後
3J
I¥
ケ、
下
段
は
タ
テ
IIケ
の
み

3J
IV
{
後
ナ
デ

i留
灰
白

灰
黄
褐
や
や
H
い
1
~
2皿
の
小
石
を
含
む
）

71
 
02
4-
01
 
土
塁
上
土
4
.
7
1
.
9
6
.
1
1
0
 

区
タテ
／＼
ケ後
上、
中
段
は
3J
I¥
ケ、
下
段
は
タ
テ
／
＼
ケ
の
み
3コ
}¥ケ

l笞
r

沃
苗
硯
区灰
器
II.
い
1
~
2
m
m
の
小
石
を
含
む
）
丸
ス
カ
シ

72
 0
29
--
01
 
土
塁
上
土
64
 
97
 
10
5.
10
7 

好／
＼ケ
後
3J
/¥
ケ

3コ
IV{
後
ナ
テ
'

i誓
灰

名
、
視
砂
粒
多
い

73
 0
23
-0
1 
土
塁
上
土
45
 4
6 
4
7
 7
3 

＂ 
15
 0
 

クテ
/VT

tデ
＋
オ
I

l誓
I火
赤

＊
褐

や
や
：
廿
い
1
~
2
m
m
の
小
石
を
含
む
）

74
 0
22
-0
1 
1-
3S
K-
1 

I
 

底
1
6
 6
 

タテ
IV!

3コ
ナ
デ
後
タ
テ
ナ
テ
・

？
や
硬
質
暗
橙
淡
灰
密

75
 0
28
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V. 調在のまとめ
1 窯跡か ヲノ坪窯跡の調査では、窯本体は検出

できなかった。しかしながら、次の点から窯跡と呼

称することとした。まず第一に調査地の遺構埋土中

から、窯壁塊が、整理箱8箱分検出されたこと、熱

を受けて固まったと考えられる粘土塊も同じく整理

箱に 14箱分検出されたことなどがあげられる。

窯壁塊は大きいものでは10cm余り、握り拳大の大

きさのものもある。内面は黒色に炭化しており、高

熱を受けていたことを示している。中には、ガラス

化した灰が付着するものもある。

さらに、土坑内及び整地層などから出土した土器

類は、そのほとんどが須恵器と須恵質埴輪である

が、焼き膨れや他の個体の溶着がある個体や、極度

の焼き歪みを持った個体が相当量認められた。

これらのことから、窯本体の検出には至らなかっ

たものの、本調査地の近傍に所在したものと考える

に至った。

また、遺跡の所在する地域は地質学的には奄芸層

群と呼ばれる地層に立地している。奄芸層群は層に

よっては陶土となる粘土を産出することで知られる。

このことも、この地が窯業遺跡であることの傍証

となろう。

2 窯の位置 では、窯はどこにあったと考えるべ

きか。推定を試みてみたい。調査区が所在するのは

南西に面した緩やかな斜面である。ここを中心に考

えることとする。

1つの方向として、さらに南東方向に進んだとこ

ろ、「北の池」方向が考えられる。また、土坑群から

さらに斜面を降ったところ、整地により埋められた

谷のさらに低い部分が考えられる。しかし、いずれ

も土坑群より低く位置する。土坑群に廃棄されてい

た窯壁塊、粘土塊、土器片などを、低い位置から高

所に持ってくるとは、通常考えにくい。

ここで旧地形をみると、調査地の北東側、現在の

駐車場部分には、かつて標高28m程の丘陵が南西一

北東方向に延びていた。つまり土坑群のある斜面は

さらに北東上方に延びることになる。その頂上部ま

では標高差にして約Sm程、水平距離にして約20m

ある。窯を営むには十分な空間が確保でき、かつ、
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廃棄物も無理なく捨てられる。高所から低い谷に

向って不要品を捨てるのであるから非常に効率のよ

い配置といえる。かなりの確率で窯本体は調査地の

北東、丘陵上部にあったと考えるのが妥当であり、

自然であろう。

3 生産品の流通 ヲノ坪窯跡で生産された埴輪及

び須恵器はどこに運ばれたのか。津市内、及び安濃

町内でも淡輪系埴輪が出土しており、胎土分析も行

われているが、生産地を特定するに至っていない。

今回の出土品も胎土分析等の科学的なアプローチ

も行い、これまでのデータと比較検討を進め、何れ

かの解明の糸口を得たいと考えている。

4 戦争関係遺物

焼夷弾の発見に際して、津市の空襲、特に焼夷弾

による空襲に詳しい雲井保夫氏に連絡したところ、

即日現場に来られ御教示をいただいた。その際の内

容、及び『津の戦災一手記・記録・資料』による

と、以下のように書かれている。以下要約引用させ

ていただく。

発見された焼夷弾はその形状から全てM74型10ポンド焼

夷弾である。この焼夷弾を使用した空襲は、太平洋戦争末

期の昭和20年7月28日深夜に行われた。これによって津市

は市街地のほとんどが焦土と化してしまった。犠牲者は5~

600人とされているが実数はさらに多いものと考えられる。

M74型焼夷弾は改良された新型で、津市と青森市に対して

のみ使用された。中でも津市への使用量は多く、110,922発

が投下された。使われた焼夷剤はヒ°ロゲルと呼ばれ、木造

家屋用に改良されたもので油脂焼夷剤である。点火後上方

及び下方に急速に燃える。その灰をかき回したり水をかけ

たりすると酸素と反応し、さらに激しく燃える。信管は

「全方向信管」と呼ばれ、どのような角度からの衝撃にも

瞬間的に作動する。終戦後、米軍はその効果の調査を行っ

ている。

何とも始末に負えない代物である。ほぼ完全な形

を保っているのは、当時、開墾されたばかりの地面

が、まだ柔らかく、クッションの役割を果たして、

焼夷弾を着地のショックから保護したのではないだ

ろうか。そして、地中に埋もれたことが幸いして現

在まで残されていたものと思われる。



M6 3型通常爆弾は、調査地東方に当時設置され

ていた軍需工場に投下されたものと考えられる。整

地の際に混入したものか、爆発によって飛来したも

のかは不明であるが、爆発により飛来したものとす

れば、その威力のほどが窺われる。

こういった戦争遺物も、大切に保管し、活用して

いくことが重要であろう。
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